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【商品をまとめて削除するには】 
商品情報を複数まとめて削除することはできますか？ 

マスター管理の登録画面では複数まとめて削除できません。 

 

→商品情報をまとめて削除する場合には、テキストファイルをご用意ください。 

削除用に記載したテキストファイルをマスター管理からインポートすることで、複数商品をまとめて削除することができます。 
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1. 商品情報削除のためのテキストファイル(CSV)準備 
(1) 商品情報を削除する際にも、テキストファイルのインポート機能を用います。テキストファイルは、最低限「JAN コード」「処理区分」

の二列が必要です。例として、以下のようなテキストファイル(CSV)を作成し、このファイルをインポートすることとします。 

 

※JAN コードが 13 桁で正しく保存できるよう、A 列のセルの書式設定を必ず確認してください。 
＜参考＞FAQ「CSV ファイルを確認・編集するときは」の項目を参照してください。 

※ファイル形式は、CSV(カンマ区切り) / TSV(タブ区切り)のいずれかで保存してください。本書では、CSV 形式の場合の操作手順を説明し

ています。 

商品情報削除のためのテキストファイルは、 

最低限この二列を用意します。 

・JAN コード 

・処理区分 

処理区分カラムが「1」となっている JAN コード情報が 

テキストファイルインポートにより削除されます。 
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2. 商品情報インポート設定までの手順 

(1) メニューボタン[マスター管理] を選択してください。 

 

 

[マスター管理]を 

選択してください 
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(2) [マスター管理メイン画面]が表示されます。[マスター管理メイン画面]メニュー[インポート]-[テキストファイル]-[商品情報]-[標準商品]を
選択してください。 

 

 

[標準商品]を 

選択してください 
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(3) [テキストファイル入力 – 標準商品]画面が表示されます。[参照]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[参照]ボタンを 

クリックしてください 



 6 

(4) [ファイルを開く画面]が表示されます。作成したテキストファイル(CSV)を選択し、「開く」ボタンをクリックしてください。 

 

 

任意のファイルを選択し 

「開く」ボタンを 

クリックしてください 
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(5) [テキストファイル入力 – 標準商品]画面に戻り、プレビューに選択したファイルの内容が表示されます。プレビューの内容を確認し、

正しく表示されていない場合は「文字コード」「区切り文字」を調整してください。 

 

プレビューの内容にヘッダー(「JAN コード」「メーカーコード」などの項目名)が表示されている場合には、[ファイルの 1 行目をヘッダーと

する]チェックボックスをクリックしてください。 

 

ファイル内容にタイトル行がある場合は、 

[ファイルの 1 行目をヘッダーとする] 

チェックボックスをクリックしてください 
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(6) 入力時のモードを[更新]に変更します。 

 

[追加]は、データベースに存在しない商品のみを追加します。 
[更新]は、データベースに存在している商品のみ更新します。 
[追加更新]は、データベースに存在しない商品は追加し、存在する商品はファイル内に記載された商品情報で上書きします。 

※処理区分カラムに「1」(削除)と記載した JAN コードは、データベースから削除します。 

 

入力モードを 

[更新]に変更します 

処理区分「１」(削除)と記載した 

JAN コードは削除対象となります。 

入力モード「更新」を選択し、 

データベースから商品情報を 

削除します。 
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3. [入力オプション]の設定 
(1) [入力オプション]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[入力オプション]ボタンを 

クリックしてください 

【ご注意】 

テキストファイルの内容に応じて、 
読み込む項目とその順序が[入力オプション」設定と

合致していることを確認してください。 
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(2) [入力オプション画面]が表示されます。[選択済項目]とテキストファイル(CSV)のカラム内容、順序が合致しているか確認してください。 
 

 

 

今回は二列なので、 

・ＪＡＮコード 

・処理区分 

の二行だけが[選択済項目]に 

表示されるように設定します 
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(3) 最後に[設定]ボタンをクリックします。 

 

 

[設定]ボタンを 

クリックしてください 
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4. インポート 
(1) [テキストファイル入力 – 標準商品]画面に戻りますので、[入力]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[入力]ボタンを 

クリックしてください 
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(2) テキストファイル(CSV)のインポート処理が始まります。今回の場合には、指定された JAN コードの商品を削除します。終了すると[テ
キストファイル入力-標準商品-結果ログ表示画面]が表示されます。[ログ表示]ボタンをクリックし、結果を確認してください。 

 

 

[ログ表示]ボタンを 

クリックしてください 
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ご 注 意 
□本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属するマニュアルおよびヘルプ（以降各マニュアルと表記します）の著作権は、 
日本総合システム株式会社にあります。 

□本ソフトウェアおよび各マニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 
□本ソフトウェアの仕様および各マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

 
※ StoreManagerは日本総合システム株式会社の日本における登録商標です。 
※ Tanawariは日本総合システム株式会社の中華人民共和国における登録商標です。 
※ Microsoft, Windows, .NET FrameworkおよびSQL Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標

です。 
※ OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における登録商標です。 
※ Firebirdは、Firebird Foundation Incorporated.の登録商標です。 
※ 文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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